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経済

環境

事業者名 有限会社　本田産業

地域に優しく、人に優しい、エネルギー効率が良い、トラック、ダンプ、重機の設置使用及び、リサイクル改良土の
販売開始により、地域の環境、社会、経済活動に貢献する企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

現在、山砂、石を3種類に選別する重機でエネルギー
効率を上昇させているが、更に土質改良機の設置に
より、リサイクル土の製造、販売を開始。

自社の温室効果ガスの排出量を抑制する為、3年以
内にダンプ、重機2台を排ガス対応車に交換予定。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

道路等の公共工事に不可欠な山砂販売業者である自社と、建設業者との間に信頼関係を構築するとともに、企
業内部においても、従業員の働きやすい職場環境の整備でパートナーシップ構築宣言を実施している。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

現在、山砂、石を2種類に選別する重機を使用中、3年以内に
3種類に選別リサイクル出来るエネルギー効率が良い重機を
設置予定で、地元事業社へ早期選別販売出来る。

取引砕石販売業社、現状150社を
2025年10月までに5社増加させ
る。

多様な人材が十分に活躍出来る環境整備の為、現状トラック
9台の内4台のオートマチック車を、3年以内に5台にする予
定。

社会

経済

環境

社会

経済 50％
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

ダンプ、重機3台を2025年10月
までに排ガス対応車に交換する。

前期の指標に対する実績

自社の温室効果ガスの排出量を抑制する為、3年以内にダン
プ、重機3台を排ガス対応車に交換予定。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

ダンプ1台、重機3台を排ガス対応車に交換した事から、目標
達成出来た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a オートマチック車を、5台に交換した事から、目標を達成出来
た。

5台(2024年7月現在)

a 3種類に選別リサイクル出来るエネルギー効率が良い重機を
購入設置し、販売業者が増加した事から、目標達成出来た。

項目 排ガス対応車使用率

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

健康経営優良法人として従業員の疾病発生予防。 現状（2025年） 更新時（3年後）

155社(2024年11月現在)

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

70％

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

トラック1台を2025年10月まで
にオートマチック車に交換する。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

ダンプ1台、重機3台(2024年4
月現在)

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 リサイクル土の使用量率

現状（2025年） 更新時（3年後）

0%

83％ 88％

項目 運動習慣のない従業員の割合

5％


